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米・反占領闘争という形で爆発した（Diamond 2006, 182-183; Forman 2006, 204）。
旧バアス党勢力と，国軍の元兵士が，反米闘争の担い手となり，旧体制の人







ことが困難になった CPA のポール・ブレマー（Paul Bremer）長官は，2004
年 4 月23日，政策の部分的修正を始めた。
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和解という政策を必要とした。第 1回国民議会選挙を経て2006年 6 月に成立






を政策公約に掲げた（BJ, 13 August 2007; al-Bayyina, 19 August 2007）。国会でも，
「国民和解の方法についての議論が審議のほとんどの時間を占めるようにな
り」，「和解はイラクの現状に即して行なわれなければならず，和解の枠組み




















り出したマーリキー政権は，2006年 8 月 2 日にバグダードで第 2回国民和解
会議を開催し，恩赦法の適用範囲を決定する審議を進めた（第 1回国民和解
会議は2005年11月19日に開催された）。こうして2008年 3 月の第 3回国民和解
会議において，旧バアス党勢力を含む6456人の釈放を核とした恩赦法の施行











































































































示した（AI, 3 February 2009; al-H. ayāt, 14 February 2009）⒃。そして，「国外で反
体制活動を展開する旧バアス党イッザト・ドゥーリー（Izzat al-Dūrī）派，国
軍将校などを中心に，現在のイラク政治プロセスに取り込んで国民和解を実
現」（al-H. ayāt, 8 March 2009; SA, 8 March 2009）しようとした⒄。その過程で条
件となったのは，「マーリキー政権と国民和解政策に協力すること」であり，
その最終的な目的は「宗派対立の克服と国民統合」であった（RD, 8 March 
2009）。これに対し，イスラーム軍（al-Jaysh al-Islāmī），1920年革命旅団














































































ク（S. ālih.  al-Mut.laq）率いるイラク国民対話戦線，そしてイラク合意戦線をは
じめとする「野党」勢力である。彼らは，国民和解を実現するためには，
「野党」の要求を受け入れ，その利害を保障する形で政治参加を認める必要
があると主張した（al-H. ayāt, 27 May 2008）。恩赦法の実施のみでは，「野党」
の要求を尊重したことにはならないため，このままでは国民和解政策が破綻
することになる，というわけである。

















と強く非難し（al-H. ayāt, 14 March 2009），ムワッファク・ルバイイー（Muwaf-
faq al-Rubay‘ī）元安全保障評議会議長は，旧バアス党勢力との対話は，現在
のイラクにおける国民和解にとってなんら利益にならないと一蹴した
（al-H. ayāt, 22 March 2009）
⒆。サドル派からの批判も辛辣であった。同派は，首
相府のもとで積極的に旧バアス党勢力の取り込みを進める国民和解担当国務
相の活動は違憲だと批判し，同ポストの廃止を要求した（al-H. ayāt, 23 August 
2009）。反対に，「野党」からはより広範囲な旧バアス党勢力の取り込みを行
うための公正な基準を作ることが必要だとの批判が上がった（al-H. ayāt, 26 






（al-H. ayāt, 21 April 2009）。問責・公正組織も，旧バアス党体制の中枢にいたド
ゥーリー派との対話は憲法のレッドラインに抵触するとして，政治プロセス
114



























ダアワ党／ISCI ○ 　×※ ○ ○




× ○ ○ ○
イラク国民対話戦線
（ムトラク党首）
× ○ ○ ○










用範囲の拡大と「野党」の政治権限の拡大を同時に要求した（al-H. ayāt, 14 
November 2008）。「野党」は，新体制下で既得権益を拡大するために，和解
政策を利用し始めたのである。








れることが発表された（QD, 15 December 2010）。この決定をうけて，選挙管
理委員会は14政党，約400人の候補者を出馬禁止にすることを決定した




じめ，有力な現職議員が多数含まれていたからである（al-H. ayāt, 7 January 
2010; 8 January 2010）。この出馬禁止令は，大スキャンダルへと発展した。そ
の後，約 1カ月以上にわたってムトラクら出馬禁止令を受けた議員と問責・
公正組織が相互批判を繰り返した。ムトラクは，この決定がマーリキー政権
によるアッラーウィーとムトラクを排除する策略だと批判した（SA, 2 March 













































邦最高裁に提言した（al-H. ayāt, 31 March 2010）。これをうけて最高裁は，当選
者52人の当選を撤廃する判決を下した。52人中，アッラーウィー率いるイラー


















Jawār, 12 November 2010）。連邦最高裁も，問責・公正組織の出馬禁止令を






り下げることがイラーキーヤから要求された点（S, 12 November 2010; 
al-H. ayāt, 16 November 2010）（2010年11月11日国会審議），出馬禁止を受けたは











































































Supreme Council of Iraq: ISCI）のアブドゥルアズィーズ・ハキーム（‘Abd 
al-‘Azīz al-H. akīm）議長は，移行政府任命当日の所信演説で，バアス党員の完















していた（al-H. ayāt, 2 December 2007）。
⑽　治安の悪化，内戦については，山尾（2012）を参照のこと。
⑾　部族を中心に形成された覚醒評議会も，国民和解を支援した（al-H. ayāt, 7 
March 2008; 31 May 2008）。
⑿　スィースターニーのファトワーに関しては，公式ホームページ（http://www.
sistani.org/）上の2006年11月26日，2007年 2 月 2 日付のファトワーを参照のこ
と。
⒀　国民和解担当国務相に加えて，国会には「国民和解と問責委員会」（Lajna 





















（Yūnus Ah. mad）派は，参加を表明した（Z, 11 March 2009; 12 March 2009; RD, 
11 March 2009）。
⒅　同法案の採決時には，30人のサドル派議員が批判して議会を退場したため，
審議が継続できなくなった（AP, 26 November 2007）。
⒆　スィースターニーは，脱バアス党を既定した憲法の尊重を主張し，代理人
のサーフィーは，旧バアス党勢力の部分的取り込みが和解を妨げていると批






























　最終的には当選者の当選取り消しは行われなかった（al-H. ayāt, 5 May 2010）。
　イラーキーヤは，チャラビー議長とラーミー委員長が，政敵を排除する手
段として問責・公正組織を恣意的に利用しており，それを私物化していると
強く批判した（al-H. ayāt, 3 December 2010）。
　そこでは，アッラーウィーが「和解とはイラクという国家に住むイラク人
すべてが平等に，かつ選挙の結果に基づいて，政治に参加する政府を形成す
ることを意味する」（al-H. ayāt, 9 November 2010）と発言し，選挙の結果によ
っては旧バアス党員もイラク人に含まれることが原則合意された。
　一連の政治対立の渦中の人物であったラーミー委員長は，2011年 5 月26日，
バグダード市内で何者かによって暗殺された（S, 27 May 2011）。政府は， 5
月31日に犯人を拘束したと報道したが，ラーミーの遺族は，マーリキー政権
が組閣時点で不要になったラーミーを政治的・物理的に抹殺することを意図
したものだったと強く非難した（al-H. ayāt, 1 June 2011）。
　マーリキー首相率いる法治国家同盟が賛成に回ったことで，出席議員170人
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